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南
魚
沼
市
長
職
務
執
行
者
　
秋
山
武
雄

 

南魚沼市初代市長誕生!!南魚沼市初代市長誕生!!
南
魚
沼
市
初
代
市
長 

井
口
一
郎

 
　
こ
の
た
び
、
新
生
「
南
魚
沼
市
」
の
市
長
と
し
て
そ

の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
、

新
た
な
決
意
と
情
熱
を
も
っ
て
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
柱
と
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
し
た
市

政
の
発
展
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
市
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。 

11月28日就任 

○
現
住
所
　
法
音
寺
１
０
７
番
地 

○
生
年
月
日
　
昭
和
23
年
３
月
14
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
満
56
歳
） 

○
最
終
学
歴
　
県
立
六
日
町
高
等
学
校 

　
定
時
制
課
程
五
日
町
分
校
卒
業 

○
お
も
な
経
歴 

・
昭
和
42
年
４
月
〜
44
年
９
月 

　
　
五
城
土
地
改
良
区
職
員 

・
昭
和
44
年
９
月
〜
55
年
11
月 

　
　
六
日
町
職
員
（
農
林
課
、
建
設
課
、 

　
　
開
発
課
、
水
道
課
　
各
課
勤
務
） 

・
昭
和
56
年
５
月
〜
平
成
11
年
１
月 

　
　
六
日
町
議
会
議
員
五
期
。
こ
の
間
、 

　
　
六
日
町
議
会
議
長
、
社
会
文
教
委
員 

　
　
長
、
産
業
建
設
委
員
長
な
ど
を
歴
任 

・
平
成
15
年
４
月
〜
16
年
10
月 

　
　
六
日
町
長 

○
政
治
信
条
　
決
断
と
実
行 

○
趣
　
　
味
　
野
球
、
ゴ
ル
フ
、
山
野
草 

　
　
　
　
　
　
鑑
賞
、
読
書 

井
口
市
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

     

　
こ
の
た
び
、
新
生 

「
南
魚
沼
市
」
の
初
代 

市
長
に
井
口
一
郎
さ
ん 

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
の 

で
、
新
市
の
運
営
と
発 

展
を
託
し
、
市
長
職
務
執
行
者
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。 

　
新
潟
県
中
越
地
震
の
対
応
の
中
で
11
月
１
日
に
新
市
が
誕
生
し
て
か
ら
今
日

ま
で
の
極
め
て
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
市
政
の
体
制
づ
く
り
と
そ
の

円
滑
な
運
営
を
図
る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
南
魚
沼
市
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
と
、

緊
迫
す
る
自
治
体
の
財
政
状
況
、
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
な
水
害
や
震
災
な

ど
か
ら
の
復
興
、
さ
ら
に
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
広
域
的
な
視

野
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、
課
題
山
積
の
中
で
船
出
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、南
魚
沼
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た「
自
然
・ 

人
・
産
業
の
和
で
築
く
安
心
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
充

実
し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
行
政
と
市
民
の
皆
様
が
ひ
と
つ
に
な

っ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
井
口
市
長
に
は
、
対
話
と
協
調
に
よ
り
合
併
の
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出

し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
、
魅
力
あ
る
新
市
の
建
設

に
ま
い
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

　
今
後
は
、
一
市
民
と
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
微
力
な
が
ら
協
力

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
と
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
厚
誼
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
南
魚
沼
市
の
発
展
と
市
民
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

退
任
の 

　
あ
い
さ
つ 
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合
併
効
果
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
、
合
併
前

か
ら
２
町
合
意
の
上
で
研
究
・
準
備
を
進
め

て
き
た
事
業
で
、
新
潟
県
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
来
年
３
月
稼
動
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
窓
口
の
混
雑
緩
和
が
図
れ
る
ほ
か
、
申
請

書
の
記
載
が
不
要
に
な
っ
た
り
、
夜
間
・
休

日
に
も
証
明
書
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
延
長
が

可
能
に
な
る
な
ど
、
住
民
の
利
便
性
が
一
段

と
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

（
今
後
、
業
者
と
の
契
約
締
結
や
事
業
の
進

み
具
合
を
見
計
ら
っ
て
、
よ
り
具
体
的
な
情

報
を
ご
提
供
で
き
る
と
思
い
ま
す
。） 

　
さ
ら
に
、
将
来
的
に
は
こ
の
交
付
機
を
使

い
税
に
関
す
る
証
明
、
外
国
人
登
録
に
関
す

る
証
明
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
展
開
も
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

① 

自
動
交
付
機

自
動
交
付
機 

① 

自
動
交
付
機 

　
各
種
証
明
書
（
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
戸
籍
附
票
、
戸
籍
） 

を
発
行
す
る
自
動
交
付
機
を
、
本
庁
舎
と
大
和
庁
舎
に 

各
１
台
設
置
す
る
事
業
で
す
。 

“新市まちづくり計画”始動!!“新市まちづくり計画”始動!!
“自然・人・産業の和で築く安心のまち” づくりを実践する、「新市まちづくり計画」 
に登載されている事業の最新の取り組みについて２件リポートします。 
“自然・人・産業の和で築く安心のまち” づくりを実践する、「新市まちづくり計画」 
に登載されている事業の最新の取り組みについて２件リポートします。 

【自動交付機のイメージ】　＜「新市まちづくり計画」より抜粋＞ 

○ 所要時間：カード挿入から証明書の交付まで　⇒　１分半～２分程度です。 

　　　　　　　　　　　　◆お問い合わせは、総合市民課 市民係　℡７７３－６６６１まで 

（申請人の本人識別カードを入れます） 

（画面を見ながら住民票の写、印鑑証明書、戸籍謄本・抄本などを 
　選びます） 

（申請人の暗証番号を押します） 

（住民票であれば、誰の住民票が 
　必要なのかを選びます） 

セキュリティ対策 
簡易ブース、監視カメラも設置 

カードを挿入 

必要な帳票選択 

暗証番号の入力 

該当者の選択 

確　　　認 

料 金 投 入 ⇒　 証明書印刷 

 

交　　　付 

イメージ写真 

住民票 
・・・・ 
・・・・ 
・・・・ 

南魚沼市長 印 
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◆
お
問
い
合
わ
せ
は
、 

　
企
画
情
報
課
　
企
画
政
策
係 

　
℡
７
７
３
―
６
６
７
２
ま
で 

      

　
旧
大
和
町
で
は
、
高
速
交
通
体
系
（
自

動
車
道
）
を
活
用
し
た
地
域
間
交
流
に
よ

る
地
域
産
業
、
観
光
の
活
性
化
お
よ
び
学

園
都
市
と
し
て
の
地
域
振
興
を
め
ざ
し
、

大
和
パ
ー
キ
ン
グ
付
近
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
設
置
を
悲
願
と
し
て
、
安
価
で
維

持
経
費
の
少
な
い
方
式
で
の
設
置
の
可
能

性
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

　
国
土
交
通
省
は
平
成
16
年
度
か
ら 

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
接
続
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
社
会
実
験

を
進
め
、
今
年
度
全
国
35
箇
所
中
に
「
大

和
Ｐ
Ａ
」
も
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
て
、
旧
大
和
町
で
は
新
潟

県
が
事
務
局
と
し
て
運
営
す
る
「
高
速
道

路
社
会
実
験
推
新
潟
県
協
議
会
」
に
「
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
実
験
大
和
地
区
協
議
会
」
を

設
置
し
て
加
入
、
役
割
分
担
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

　
実
験
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
構
想
実
現
を

め
ざ
す
た
め
に
、
旧
大
和
町
で
は
町
民
の

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
機
普
及
を
図
る
補
助
制
度 

（
１
台
五
千
円
定
額
で
５
０
０
台
を
予 

定
）
を
９
月
に
導
入
し
、
未
交
付
分
は
南

魚
沼
市
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

　
南
魚
沼
市
で
は
、
対
象
者
を
市
民
に
拡

大
し
て
の
再
募
集
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

      

　
今
回
の
中
越
地
震

で
実
験
の
時
期
が
遅

れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
市
内
に

も
う
１
カ
所
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き

れ
ば
緊
急
時
の
迅
速

な
対
応
や
復
旧
に
役

立
ち
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
し
、
市
民

の
利
便
性
向
上
と
と

も
に
、
連
携
と
連
鎖

で
進
め
る
四
季
の
観

光
リ
ゾ
ー
ト
の
交
流

拡
大
な
ど
南
魚
沼
市

の
均
衡
あ
る
発
展
に

貢
献
で
き
る
事
業
で

す
。
市
全
体
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
得
な
が

ら
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

   

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー 

﹇s
m
a
rt IC

﹈ 

　
高
速
道
路
の
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
を

設
置
し
て
一
般
道
と
接
続

す
る
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
専

用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
。 

〔
従
来
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
比
べ
低
費
用
で
建

設
・
管
理
で
き
る
の
が
特

徴
で
、
こ
れ
に
よ
り
新
た

な
整
備
が
容
易
と
な
る
た

め
、
高
速
道
路
の
利
便
性

の
向
上
や
、
周
辺
地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。〕 

 
Ｅ
Ｔ
Ｃ 

﹇e
le
c
tro
n
ic
 to
ll 

　
　

　
　
　
　c

o
lle
c
tio
n

﹈ 

　
電
子
料
金
徴
収
シ
ス
テ

ム
。
無
線
通
信
を
用
い
て

有
料
道
路
な
ど
の
料
金
精

算
を
完
全
自
動
化
す
る
シ

ス
テ
ム
。２
０
０
１
年（
平

成
13
年
）
３
月
か
ら
本
格

導
入
。
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自

動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
。 

② 

ス
マ
ー
ト

ス
マ
ー
ト
IC
 

イ
ン
タ
ー

イ
ン
タ
ー 

② 

ス
マ
ー
ト
IC
 

用
語
解
説

 

◆大和PA スマートIC実験計画イメージ◆ ◆大和PA スマートIC実験計画イメージ◆ 

イ
ン
タ
ー 

ETCゲート ETCゲート 
ETCゲート ETCゲート 

浦佐 浦佐 

魚沼消防本部 
大和分署 
魚沼消防本部 
大和分署 

県道 県道 茗荷沢 茗荷沢 

新
潟
新
潟 

新
潟 

東
京
東
京 

東
京 
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新潟県中越地震で被災された 
国民年金ご加入の皆さまへ 

国民年金免除制度のお知らせ 
　国民年金では、国民年金の被保険者の方（任意加入の方は除きます）が天災等

により保険料の納入が困難になった場合、申請により前年の所得に関係なく、保

険料の納付が免除される制度があります。免除の申請をすると、今年９月分より

来年の６月分までの保険料の納付が免除されます。 

保険料の納付が困難な場合は、未納のままとせず、免除制度をご利用ください。 
（学生の方は学生納付特例制度が適用されます） 
申請は、南魚沼市役所総合市民課・分室の窓口へ！ 

　免除された期間は老齢年金を受給する際、納付済み期間と比べて３分の１の額になります。ただし、障害年金や遺族年金の需

給要件期間として算定されます。また、免除後納付することができるようになったときは、10年以内であれば納付が可能です。

しかし、免除期間の属する年度から２年を経過すると加算額がつきますので、納付を希望される方は早めの納付をお勧めします。 

詳しい内容については、 
・新潟社会保険事務局 六日町事務所　国民年金課　℡ 770－2211 
・南魚沼市役所　総 合 市 民 課　℡ 773－6661 
　　　　　　　　総合市民課分室　℡ 777－3111　　　　　　　　までお尋ねください。 

問い合わせ／農業委員会TEL.777－4166

南魚沼市農業委員が決定しました！ 南魚沼市農業委員が決定しました！ 
農業委員は、農地についてのさまざまなご相談の窓口です。 

皆さん よろしくお願いします。 
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10･23　平成16年新潟県中越地震 10･23　平成16年新潟県中越地震 

被害と地震への備え 被害と地震への備え 

　10月23日(土)午後５時56分、中越地方を襲った 
最大震度７の地震とその後に続いた余震により、 
県内各地で大きな被害が発生しました。市内にお 
いても停電のなか不安な夜を過ごしました。 
　なかなか余震が収まりませんが、着実に復旧に 
向けた取り組みが進んでいます。 

●市内で震度５弱以上を観測した地震 
（各旧役場庁舎震度測定）　　　11/24現在 

●被害状況の概要 ●被害状況の概要 
11/24現在 11/24現在 

期日 

10/23 

10/23 

10/23 

10/27

区　　　　分  

死　　　者 

重　　　傷 

軽　　　傷 

住　　　家 

非　住　家 

公 共 施 設  

一 般 道 路  

農　　　道 

林　　　道 

河　　　川 

上・下水道 

土 砂 崩 れ  

停電(10/23)

旧大和町 

１人 

２人 

１人 

96棟 

18棟 

17棟 

73箇所 

２箇所 

25箇所 

２箇所 

38箇所 

10箇所 

4,063世帯 

190,000千円 

 旧六日町 

― 

― 

14人 

93棟 

45棟 

26棟 

50箇所 

３箇所 

14箇所 

１箇所 

12箇所 

５箇所 

8,746世帯 

318,000千円 

時間 

17：56 

18：03 

18：34 

10：40

県内最大震度 

７ 

５強 

６強 

６弱 

旧大和町震度 

５強 

５弱 

６弱 

５弱 

旧六日町震度 

５強 

４ 

６弱 

５強 

※被害状況は調査の進捗状況により変わります。 

人的被害 

 

 

建物被害 

 

 

 

 

そ の 他  

公共施設関係被害額 
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旧大和町 
大和中学校 
浦佐小学校 
浦佐幼稚園 
浦佐保育園 
五箇保育園 
南魚沼市公民館 
働く婦人の家 
Ｂ＆Ｇ体育館 
薮神小学校 
後山小学校 
辻又多目的センター 
薮神北保育園 
薮神南保育園 
まほろば 
大崎小学校 
大崎保育園 
大崎農業会館 
赤石小学校 
三用小学校 
赤石保育園 
東地域開発センター 
八海山麓勤労者体育館 

浦
佐
地
区 

薮
神
地
区 

大
崎
地
区 

東
地
区 

旧六日町 
南魚沼市保健センター 
南魚沼市民会館 
六日町小学校 
北辰小学校 
六日町中学校 
ディスポート南魚沼 
サンライズ南魚沼 
魚沼サンティックスクール 
ふるさと会館 
六日町地域振興局 
上町保育園 
八幡保育園 
余川保育園 
野の百合保育園 
めぐみ野保育園 

六
日
町
地
区 

五十沢地域開発センター 
五十沢小学校 
西五十沢小学校 
五十沢中学校 
勤労青少年ホーム 
宮保育園 
西五十沢保育園 
東保育園 
城内地域開発センター 
城内小学校 
城内中学校 
上原保育園 
あおば保育園 
大巻地域開発センター 
大巻小学校 
五日町小学校 
大巻中学校 
五日町保育園 
四十日保育園 

五
十
沢
地
区 

城
内
地
区 

大
巻
地
区 

もう一度確認しておきましょう!もう一度確認しておきましょう!

わが家の地震対策 わが家の地震対策 
さっそくチェック！ 大地震発生時の注意 

冬期間の注意 

　地震による被害の軽減を図るため、普段から 
各家庭において次のことを確認しておきましょ 
う。 

1. 住んでいる所の地盤や建物の状況 

2. 家具の固定や火気使用設備周辺の 

整理整頓 

3. 食料や水、医薬品の備蓄 

4. 非常持ち出し品の準備と保管 

5. 避難場所の確認や家族間の連絡方法 

1. 身の安全を確保してください。 
2. できる範囲でガス、電気などを確認 
した後、屋外に避難してください。 
3. 余震の状況、被害の状況によっては、 
近くの避難所に避難してください。 
（用意できる場合は、暖かい衣服、毛布、 
　飲食物などを持参してください） 

1. 雪のある時の地震に備えて二方向の避難 
路を確保する。 

2. 屋根雪が溜まらないよう早めの雪下ろし。 

《　避　難　所　一　覧　》 
※災害の状況および施設の被害状況によっては開設しない場合があります。 



問：問い合わせ　申：申し込み　日：日時　場：会場 
期：期間　時：時間　対：対象　資：資格　定：定員 
￥：費用　〆：締め切り　内：内容　講：講師 

8

掲示板 掲示板 掲示板 
市からの 
　　お知らせ 
市からの 
　　お知らせ 

問：問い合わせ　申：申し込み　日：日時　場：会場 
期：期間　時：時間　対：対象　資：資格　定：定員 
￥：費用　〆：締め切り　内：内容　講：講師 

国・県等からの 
　　　　　お知らせ 

   

引
き
こ
も
り
が
ち
な
冬
期
間
も 

み
ん
な
で
元
気
よ
く
あ
そ
ぼ
う
よ 

 

第
１
回
　
親
子
サ
ロ
ン 

 

日
　
12
月
21
日(

火) 

　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

場
　
サ
ン
ラ
イ
ズ
南
魚
沼 

内
　
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会 

対
　
０
歳
〜
入
園
前
の
乳
幼
児
親 

子
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
の
パ
パ
、

マ
マ
な
ど 

◆
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

　
だ
さ
い
。 

◆
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

　
ん
も
大
歓
迎
で
す
。 

◆
保
険
料
と
し
て
１
人
に
つ
き
10 

　
円
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー 

　
　ikusei@

ap.w
akw
ak.com

 

                    

　
平
成
16
年
に
県
内
で
発
生
し
た

大
規
模
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
中
小
企
業
者
の
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
、
『
平
成
16
年
大
規
模

災
害
対
策
資
金
』
の
取
り
扱
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

  

融
資
対
象
者 

《
水
害
対
応
枠
》
　
７
・
13
梅
雨 

前
線
豪
雨
に
よ
り
損
害
を
受
け
、

経
営
の
安
定
に
支
障
を
生
じ
て

い
る
中
小
企
業
者 

《
地
震
対
応
枠
》
　
平
成
16
年
新 

潟
県
中
越
地
震
に
よ
り
損
害
を

受
け
、
経
営
の
安
定
に
支
障
を

生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者 

資
金
使
途
　
運
転
資
金
・
設
備
資 

　
金（
土
地
の
取
得
資
金
を
除
く
） 

融
資
限
度
額
　
７
、
０
０
０
万
円 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
（
経

営
支
援
枠
）
災
害
対
応
分
含
む 

融
資
利
率
　
年
１
・
70
％ 

融
資
期
間
　
10
年
以
内 

　
（
据
置
期
間
２
年
以
内
） 

信
用
保
証
　
新
潟
県
信
用
保
証
協 

　
会
の
保
証
付
き 

取
扱
期
間
　
12
月
30
日
ま
で 

  

　
地
方
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用

組
合
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
新

潟
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、

一
部
農
協
　
　
　
の
県
内
本
支
店 

  

　
県
税
の
未
納
が
な
い
こ
と
の
証

明
書
（
地
域
振
興
局
県
税
部
ま
た

は
県
税
事
務
所
で
交
付
し
ま
す
） 

 

問
　
新
潟
県
産
業
労
働
部 

　
　
　
　
商
業
振
興
課
金
融
係 

℡
０
２
５
―
２
８
５
―
５
５
１
１ 

　
　
内
線
２
７
７
０
、
２
７
７
１ 

融
資
条
件
等 

心
豊
か
な
子
育
て
教
室 

平
成
16
年 

大
規
模
災
害
対
策
資
金 

申
　
込
　
先 

必
要
書
類
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日
本
学
生
支
援
機
構 

奨
学
金 

緊
急
採
用
制
度 

消
防
ポ
ン
プ
の
競
売 

特
設
人
権
相
談
所 

    

募
集
職
種
　
運
転
士 

募
集
人
員
　
若
干
名 

採
用
日
　
平
成
17
年
４
月
１
日 

期
　
12
月
20
日
（
金
）
ま
で 

◆
応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
　
北
越
急
行
㈱
　
総
務
課 

　
　
　
　
℡
７
７
０
―
２
８
２
０ 

     

　
日
本
学
生
支
援
機
構
で
は
、
地

震
・
台
風
な
ど
の
災
害
や
会
社
の

倒
産
、
失
業
な
ど
に
よ
っ
て
、
家

計
が
急
変
し
、
緊
急
に
奨
学
金
が

必
要
に
な
っ
た
学
生
・
生
徒
を
支

援
す
る
た
め
、
奨
学
金
の
緊
急
採

用
（
第
一
種
奨
学
金
）
・
応
急
採

用
（
第
二
種
奨
学
金
）
制
度
を
設

け
、
奨
学
金
の
申
し
込
み
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
の

被
災
等
に
よ
り
、
家
計
が
急
変
し
、

緊
急
に
奨
学
金
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
は
、
該
当
者
全
員
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

在
学
し
て
い
る
学
校
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
日
本
学
生

支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　http://w
w
w
.jasso.go.jp/ 

問
　
奨
学
事
業
相
談
セ
ン
タ
ー 

℡
０
５
７
０
―
０
３
―
７
２
４
０ 

　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
） 

    

　
魚
沼
消
防
本
部
で
は
、
不
用
と

な
っ
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
お
よ
び

Ｂ
Ｄ
―
１
型
ポ
ン
プ
自
動
車
を
競

売
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

◆
詳
細
に
つ
い
て
は
、
希
望
者
に

　
後
日
連
絡
し
ま
す
。 

日
　
12
月
中
旬
予
定 

〆
　
12
月
10
日
（
金
） 

予
定
台
数
　
小
型
ポ
ン
プ
　
11
台

　
　
　
　
　
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台 

申 

問
　
魚
沼
消
防
本
部
警
防
係 

　
　
　
　
℡
７
８
２
―
５
３
３
１ 

     

　
河
川
敷
内
の
立
木
を
伐
採
し
ま

す
。
期
間
は
12
月
上
旬
か
ら
中
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
長
さ
１
ｍ

に
切
断
し
ま
す
の
で
、
キ
ノ
コ
の

ホ
ダ
木
等
に
ご
利
用
に
な
り
た
い

方
は
、
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。
な
お
、
営
業
用
は
お
断

り
し
ま
す
。 

集
積
場
所
　
宇
田
沢
川
と
魚
野
川

の
合
流
点
（
麓
地
内
） 

問
・
六
日
町
地
域
振
興
局 

　
　
　
　
地
域
整
備
部
　
治
水
課 

　
　
　
　
℡
７
７
２
―
７
９
５
９ 

　
・
市
役
所
　
建
設
課 

     

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。 

日
　
12
月
10
日
（
金
） 

　
　
午
後
１
時
〜
４
時 

場
　
南
魚
沼
市
民
会
館 

相
談
内
容
　
離
婚
問
題
、
家
庭
や 

職
場
に
お
け
る
女
性
問
題
、夫･

パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
、

職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
、

子
ど
も
の
問
題
等
女
性
に
対
す

る
人
権
問
題 

相
談
担
当
　
女
性
人
権
擁
護
委
員 

問
　
法
務
局
六
日
町
支
局 

℡
７
７
２
―
３
７
４
２ 

  

   

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。 

①
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・ 

離
婚
・
相
続
等
）
、
親
族
間
・

近
隣
間
の
も
め
ご
と
や
悩
み
ご

と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題 

②
借
地
借
家
、
土
地
・
建
物
の
登 

　
記
、
戸
籍
の
問
題 

③
い
じ
め
・
体
罰
・
女
性
差
別
・ 

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題 

日
　
12
月
17
日
（
金
） 

　
　
午
後
１
時
〜
４
時 

場
　
南
魚
沼
市
民
会
館 

【
相
談
担
当
】 

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
担
当
者 

﹇
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
﹈ 

・
関
　
紀
子
（
　
宮
　
） 

　
　
　
　
℡
７
７
４
―
２
０
１
４ 

・
多
田
文
昭
（
東
泉
田
） 

　
　
　
　
℡
７
７
３
―
５
２
８
６ 

・
南
雲
　
勇
（
山
　
口
） 

　
　
　
　
℡
７
７
５
―
２
３
３
５ 

・
水
落
東
洋
子
（
五
日
町
） 

　
　
　
　
℡
７
７
６
―
２
９
８
３ 

問
　
法
務
局
六
日
町
支
局 

　
　
　
　
℡
７
７
２
―
３
７
４
２ 

  

    

　
三
国
川
ダ
ム
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
賞
作
品
を
使
用
し
た
カ
レ
ン

ダ
ー
を
無
料
頒
布
し
ま
す
。 

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
か

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

年
内
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
発
送

い
た
し
ま
す
。
頒
布
個
数
は
１
０

０
個
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
申
込

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

申
　
は
が
き
（
メ
ー
ル
）
に
、「
①

郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
カ
レ

ン
ダ
ー
希
望
」
と
明
記
の
う
え
郵

送
（
送
信
）
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
は
が
き
の
あ
て
先 

　
〒
９
４
９
―
６
７
４
１ 

　
「
南
魚
沼
市
清
水
瀬
686
―
59
」 

　
三
国
川
ダ
ム
管
理
所
　
総
務
係 

・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

　saguri@
hrr.m

lit.go.jp 

◆
三
国
川
ダ
ム
管
理
所
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ（http://w

w
w
.hrr.m

lit. 

　go.jp/saguri/

）か
ら
も
応
募

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

〆
　
12
月
24
日
（
金
） 

◆
当
日
消
印
有
効
、
メ
ー
ル
は
24 

　
日
24
時
ま
で
有
効 

問
　
三
国
川
ダ
ム
管
理
所
総
務
係 

　
　
　
　
℡
７
７
４
―
３
０
１
５ 

三
国
川
ダ
ム
２
０
０
５ 

カ
レ
ン
ダ
ー
無
料
頒
布 
北
越
急
行
株
式
会
社 

社
員
募
集 

伐
木
材
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

女
性
を
対
象
と
し
た 

特
設
人
権
相
談
所 
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●商品ラベルの表示例 

南
魚
沼
観
光
セ
ミ
ナ
ー 

〜
地
域
活
性
化
に 

　
大
き
く
貢
献
す
る
観
光
と
は
〜 

    

　
地
域
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら

い
か
に
し
て
体
験
型
観
光
を
進
め

て
い
く
か
な
ど
、
そ
の
必
要
性
や

進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
、
各
地
で

実
践
指
導
の
実
績
を
持
つ
講
師
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。 

日 一
部
　
12
月
14
日（
火
） 

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時 

　
・
体
験
型
観
光
の
必
要
性 

二
部
　
午
後
３
時
15
分
〜
５
時 

　
・
体
験
型
観
光
の
進
め
方 

三
部
　
12
月
15
日（
水
） 

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午 

　
・
体
験
型
観
光
の
実
践 

場
　
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
越
路
荘 

　
（
南
魚
沼
市
小
栗
山
３
４
６
） 

対
　
ホ
テ
ル･

旅
館
の
事
業
者
、

Ｊ
Ａ
関
係
者
、
観
光
協
会
職
員
、

自
治
体
観
光
担
当
者
、
体
験
型
観

光
事
業
者
な
ど
農
業
体
験
や
自
然

体
験
な
ど
を
通
じ
て
観
光
客
に
接

す
る
人 

定
　
50
人 

講
　
藤
澤
安
良
　
氏 

　
（
東
京
都
日
野
市
在
住 

　
　
　
　
体
験
教
育
企
画
代
表
） 

申
　
12
月
７
日
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
氏
名
、

勤
務
先
、
電
話
番
号
を
明
記
） 

六
日
町
温
泉
旅
館
組
合 

FAX
０
２
５
―
７
７
２
―
２
３
４
３

　
　
　
　
　
（
ホ
テ
ル
坂
戸
城
） 

問
　
六
日
町
地
域
振
興
局 

　
　
企
画
振
興
部
　
地
域
振
興
課 

　
　
　
　
℡
７
７
２
―
２
７
９
３ 

     

　
支
援
費
制
度
の
「
こ
ん
な
所
が

便
利
だ
！
」
「
今
後
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
」
「
ど
う
し
た
ら
い
い
の

だ
ろ
う
」
そ
ん
な
事
を
皆
さ
ん
と

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
12
月
４
日（
土
） 

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分 

場
　
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

講
　
大
塚
　
晃
（
厚
生
労
働
省
障

害
保
健
福
祉
部
専
門
官
）
、
福
岡

寿
（
北
信
圏
域
障
害
者
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）、山
田
恵
子

（
全
国
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協

議
会
理
事
）、
藤
間
英
之（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
秋
川
流
域
生
活
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
理
事
長
） 

￥
　
１
、
０
０
０
円 

問
　
障
害
児
者
生
活
支
援 

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し 

℡
０
２
５
―
７
９
３
―
２
８
５
６ 

　
　
　
　
　
担
当
＝
滝
沢
・
星 

    

　
中
越
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
生

活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
無
料

法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。 

期
　
12
月
４
日（
土
）〜
５
日（
日
） 

時
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

場
　
南
魚
沼
市
民
会
館
（
公
民
館 

　
六
日
町
分
館
）
講
座
室
２ 

問
　
新
潟
県
司
法
書
士
会
事
務
局 

℡
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９ 

   

期
　
12
月
５
日（
日
）ま
で 

時
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

電
話
番
号
は
、 

℡
０
２
５
―
２
２
５
―
６
７
５
７ 

    

　
被
災
に
よ
る
国
税
の
軽
減
・
免

除
・
納
税
猶
予
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

日
　
12
月
14
日
（
火
） 

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分 

場
　
六
日
町
地
域
振
興
局 

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
会
議
室 

問
　
小
千
谷
税
務
署 

℡
０
２
５
８
―
８
３
―
２
０
９
０ 

第
２
回 

う
お
ぬ
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム 

今
後
ど
う
な
る
？
支
援
費
制
度 

司
法
書
士
に
よ
る 

法
律
無
料
相
談 

　現在、国内の牛は出生すると１頭ごとに、生涯唯一の個体識別番号 

（10桁）が付与されています。 

　この番号が、スーパーや食肉小売店等でその牛から得られた牛肉等 

（内臓、舌、ひき肉、小間切れ、製造・加工品、調理品は除く）に表 

示されることになります。 

　消費者の皆さまは牛肉などに表示されている個体識別番号により、 

インターネットを通じて牛の生産履歴（牛がいつ・どこで生まれ、育 

てられ、食肉加工されたか）が確認できます。 

確認はこちらから 

　パソコンアドレス　　　　　携帯電話アドレス 
　　http://www.nlbc.go.jp　　　http://www.id.nlbc.go.jp/mobile/　 

お問い合わせ　　陸農政局新潟農政事務所　地域第五課（魚沼市） 
　　　　　　　　℡０２５－７９２－８２１１ 

被
災
者
納
税
相
談
会 

無
料
電
話
法
律
相
談
も 

　
　
　
　
行
っ
て
い
ま
す 
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商工観光課からのお知らせ 商工観光課からのお知らせ 

会計課からのお知らせ 会計課からのお知らせ TEL.773－6670

TEL.773－6665

     

　
市
で
購
入
す
る
用
品
（
物
品
）
の
納
入

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
指
定
の
「
用
品

入
札
（
見
積
り
）
申
請
書
」
に
必
要
書
類

を
添
付
の
う
え
、
次
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
今
回
申
請
さ
れ
た
も
の
は
、
平

成
19
年
度
ま
で
有
効
と
な
り
ま
す
。 

 

◆
年
間
を
通
し
て
必
要
と 

　
思
わ
れ
る
用
品
（
１
年
単
位
） 

　
年
間
単
価
契
約
を
結
び
購
入
し
ま
す
。

来
年
の
２
月
に
見
積
り
を
徴
収
し
、
業
者

を
決
定
し
、
単
価
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

納
品
は
毎
月
定
め
た
日
に
各
課
（
分
室
）、

小
中
学
校
、
保
育
園
お
よ
び
幼
稚
園
等
の

施
設
に
直
接
配
送
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

〈
主
な
用
品
お
よ
び
物
品
〉 

①
一
般
事
務
用
品
（
文
房
具
、
計
算
機
、

ゴ
ム
印
等
） 

②
日
用
品
（
雑
貨
、
金
物
類
） 

③
電
気
器
具
類
（
Ｆ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
電
球
、
電

池
な
ど
） 

④
農
薬
類 

⑤
作
業
服
、
雨
具
、
防
寒
着
、
長
靴 

⑥
消
火
器
お
よ
び
消
火
薬
剤 

⑦
フ
ィ
ル
ム
、
現
像
、
焼
付
な
ど 

⑧
医
薬
品 

     

⑨
燃
料 

⑩
検
診
用
医
薬
材
料
な
ど 

 

◆
年
間
単
価
契
約
以
外
の
用
品 

　
参
加
申
請
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
随
時

見
積
り
を
い
た
だ
き
、
納
入
業
者
を
決
定

し
ま
す
。
な
お
、
年
間
単
価
契
約
を
希
望

し
な
い
方
で
も
「
参
加
申
請
書
」
は
忘
れ

ず
に
提
出
く
だ
さ
い
。 

 

◆
申
請
用
紙 

　
南
魚
沼
市
役
所
会
計
課
お
よ
び
大
和
庁

舎
総
合
市
民
課
分
室
出
納
係
に
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
示
し

て
あ
り
ま
す
。 

 

◆
提
出
期
限
　 

①
年
間
単
価
契
約
を
希
望
の
方 

　
　
　
　
平
成
17
年
１
月
12
日
（
水
） 

②
「
①
」
以
外
の
方 

　
　
　
　
平
成
17
年
２
月
25
日
（
金
） 

※
た
だ
し
、
「
②
」
に
つ
い
て
は
随
時
受

　
け
付
け
ま
す
。 

 

◆
提
出
先
お
よ
び
問
合
せ 

　
〒
９
４
９
―
６
６
９
６ 

　
南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０
番
地
１ 

　
　
南
魚
沼
市
役
所
　
会
計
課
物
品
係 

     

　
10
月
23
日
に
発
生
し
た
「
新
潟
県
中
越

地
震
」
に
お
い
て
被
災
し
た
中
小
企
業
の

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。 

   

「
中
小
企
業
震
災
復
興
相
談
窓
口
」 

 

◆
設
置
期
間 

　
11
月
３
日
（
水
）
か
ら
当
分
の
間 

 

◆
受
付
期
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
（
土
・
日
曜
日
、
休
日
を
含
む
） 

 

◆
相
談
内
容 

①
資
金
調
達
な
ど
金
融
に
関
す
る
相
談 

②
下
請
取
引
な
ど
受
発
注
に
関
す
る
相
談 

③
機
械
や
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す

　
る
相
談 

④
そ
の
他
、
復
興
に
向
け
た
支
援
策
に
関

　
す
る
相
談 

 

◆
開
設
場
所
と
ス
タ
ッ
フ 

①
長
岡
地
区 

・
開
設
場
所 

　
長
岡
商
工
会
議
所
２
階 

     

　
　
（
長
岡
市
坂
之
上
町
２
―
１
―
１
） 

　
　
　
０
１
２
０
―
９
７
１
―
２
９
０ 

・
ス
タ
ッ
フ 

長
岡
商
工
会
議
所
、
県
産
業
政
策
課
、

長
岡
市
、
県
信
用
保
証
協
会
、（
財
）に

い
が
た
産
業
創
造
機
構
、
国
民
生
活
金

融
公
庫
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
商
工

組
合
中
央
金
庫
、
日
本
政
策
投
資
銀
行 

 

②
十
日
町
地
区 

・
開
設
場
所 

　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

　
「
ク
ロ
ス
10
十
日
町
」
４
階 

　
　
（
十
日
町
市
字
宇
都
宮
71
―
26
） 

　
　
　
０
１
２
０
―
９
７
１
―
９
９
５ 

・
ス
タ
ッ
フ 

十
日
町
商
工
会
議
所
、
県
商
業
振
興
課
、

十
日
町
市
、
十
日
町
ロ
ー
カ
ル
支
援
セ

ン
タ
ー
、
県
信
用
保
証
協
会
、
国
民
生

活
金
融
公
庫 

 

◆
問
い
合
わ
せ 

・
新
潟
県
産
業
政
策
課 

　
　
℡
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
３
４ 

・
市
役
所
　
商
工
観
光
課 

 

※
詳
し
い
内
容
は
、
直
接
、
開
設
場
所
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

中
越
地
震
に
係
る

中
越
地
震
に
係
る 

中
小
企
業
相
談
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

中
小
企
業
相
談
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て 

中
越
地
震
に
係
る 

中
小
企
業
相
談
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て 

用
品
納
入

用
品
納
入 

入
札
参
加
申
請
の
お
知
ら
せ

入
札
参
加
申
請
の
お
知
ら
せ 

用
品
納
入 

入
札
参
加
申
請
の
お
知
ら
せ 

「
中
小
企
業 

　
震
災
復
興
相
談
窓
口
」 

平成 
17・18・19 
年度 
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12月の企画展  池田記念美術館所蔵品展 

ブルガリアの巨匠 ヴァシル・ストイロフ 
12月２日(木)～12月23日(木)

ディスポート南魚沼 
問合せ　スポーツ振興係（ディスポート内・月曜休館） 

　　　℡７７３－６６２０　FAX７７３－６９５５ 
E-mail　disport＠6bun.jp

美しい音色の三味線 
と紙芝居の組み合わ 
せに「うっとり」 

草花で作った冠をかぶって気分は“王様”です 

       

　
毎
年
大
好
評
の
六
高
演
劇
部
に

よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
リ
ジ
ナ
ル

劇
、
今
回
は
ど
ん
な
お
話
か
な
。

お
友
だ
ち
と
き
て
ね
。 

日
時
　
12
月
18
日
（
土
） 

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

場
所
　
市
民
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル 

   

テ
ー
マ
　
『
ク
リ
ス
マ
ス
』 

内
容
　
六
日
町
高
等
学
校
演
劇
部

　
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
劇
、
本
の

　
紹
介
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
づ

　
く
り 

持
ち
物
　
ハ
サ
ミ
、
の
り
、
ク
レ

　
ヨ
ン
、
カ
ラ
ー
ペ
ン
な
ど 

対
象
　
幼
児･

小
学
生･

保
護
者 

定
員
　
１
５
０
人 

申
込
み
　
12
月
17
日
（
金
）
ま
で

　
に
図
書
館
へ 

六
高
演
劇
部
が 

　
　
や
っ
て
く
る
よ 

―
12
月
読
書
の
つ
ど
い
ご
案
内
― 

三
味
線
・
筝
そ
し
て
草
花
遊
び
、 

楽
し
か
っ
た
よ
！ 

　
〜
10
月
読
書
会
レ
ポ
ー
ト
〜 

　
　
―
一
口
感
想
集
― 

Tomioka White Art Museum
TEL.775－3646

URL  http://www.mynet.ne.jp/white/

☆12月12日より新展示　富岡惣一郎　白の世界 

　『色へのこだわり COLOR』 

☆12月23日　クリスマスコンサート2004 
　出　演　　合唱団ユートライ 
　　開場　　午後１時30分　　開演　　午後２時 
　入場料　　一般　1,000円　　学生　500円 

　♪♪ペア５組をご招待します♪♪ 
　往復はがきに、住所・氏名・電話番号をご記入
のうえ、ご応募ください。（12月15日必着） 
　〒949-7124　六日町大字上薬師堂142 
　　トミオカホワイト美術館 
　　「クリスマスコンサート招待係宛」 

☆第５回 白の世界 

　　写真コンテスト作品募集！ 
　モノクロ・モノトーンの作品（四つ切サイズ）を 

募集します。テーマ・ジャンルは自由です。 

　受付期間　12月２日～平成17年１月16日(必着) 
　　 賞　　 美術館大賞　１点　10万円　ほか 

 

 

 

 

　ストイロフはブルガリアの伝統技法を取り入れ、

独自の水彩画法で、民族衣装を着た農民や伝統的な

ブルガリアの田園風景を多く描いた。国際的に通用

するブルガリア美術を創造することを願って･･･ 

■休　館　日　毎週水曜日 
■冬期休館日　12月24日(金)～１月７日(金) 
 

 

 

 

 

 

長期スイミングスクール第３期参加者募集！ 

通年コース(４月～翌年３月)の第３期募集です。 
 

 

 

 

 

参加料／毎月1,500円（傷害保険料、入場料別途） 
ただし、AHコースのみ毎月1,400円 
受付期間／12月10日(金)まで 
　※翌11日（土）10時から泳力テストを行います。 

■休 館 日　毎週水曜日 
■開館時間　午前10時～午後５時 

　　　　　日　　　　　時 

毎週火曜日／午後７時～８時 

毎週土曜日／午前10時～11時 

クラス 

AH(アヒル)  

BV(ビーバー)

募集 
人数 

若干名 

若干名 

     

・
横
川
さ
ん
は
す
ば
ら
し
か
っ
た

で
す
。
特
に
三
味
線
と
紙
芝
居
に

は
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
か
ら 

見
に
き
て
も
ら
っ
て
も
よ
か 

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

・
久
し
振
り
だ
っ
た
の
に
覚 

え
て
い
て
く
だ
さ
り
あ
り
が 

た
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
と
も
〜
っ

と
う
れ
し
か
っ
た
の
が
、
気
が
合

っ
た
お
友
だ
ち
が
で
き
た
よ
う
で
、

二
人
で
は
し
ゃ
い
で
い
た
こ
と
で

す
。
本
だ
け
の
出
会
い
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
！ 

・
箏
の
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
と
「
ひ

ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
じ
ま
」
が

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。 

・
草
花
遊
び
楽
し
か
っ
た
で
す
。

こ
ん
な
に
キ
レ
イ
な
草
花
が
あ
る

と
は
び
っ
く
り
で
す
。 
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私
が
図
書
館
を
利
用
し
て
い
る

の
は
、
し
ず
か
で
勉
強
も
で
き
る

し
本
も
読
み
や
す
い
か
ら
で
す
。

私
は
毎
週
土
曜
日
に
図
書
館
に
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
図
書
館
に
は
学
校
に
お
い
て
な

い
本
が
あ
る
の
で
、
本
を
探
し
て

い
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。
紙
し
ば

い
も
あ
る
の
で
と
て
も
べ
ん
り
で

す
。
学
習
室
も
あ
る
か
ら
、
友
だ

ち
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
を
す
る
の

も
い
い
で
す
よ
ね
。 

　
図
書
館
は
私
の
お
気
に
入
り
の

場
所
で
す
。
友
だ
ち
に
自
ま
ん
し

た
い
く
ら
い
で
す
。
む
ず
か
し
い

本
も
お
も
し
ろ
い
本
も
あ
っ
て
と

て
も
べ
ん
り
で
す
。
私
は
読
書
が

大
好
き
で
す
。 

   

〈
新
聞
〉 

　
☆
新
潟
日
報
（
朝
刊
・
夕
刊
） 

　
☆
朝
日
新
聞
（
朝
刊
） 

　
☆
日
本
経
済
新
聞
（
朝
刊
） 

　
☆
魚
沼
新
報 

　
☆
週
刊
読
書
人 

　
※
新
聞
は
保
存
し
て
い
ま
す
。 

　
　
調
べ
物
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。 

〈
雑
誌
〉 

　
☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ょ
う
の
料
理 

　
☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ょ
う
の
健
康 

　
☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸 

　
☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
し
ゃ
れ
工
房 

　
☆
母
の
友 

　
☆
暮
し
の
手
帖 

　
☆
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ 

　
☆
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン 

   

◎
「
新
潟
地
名
新
考
」
上
・
下 

　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
存
著 

　｢

縣
内
地
名
新
考｣

（
昭
和
25
年

刊
）
を
改
題
、
復
刻
し
た
も
の
。 

 

◎
「
決
定
版
魚
沼
ふ
る
さ
と
大
百

科
」
　
　
　
　
郷
土
出
版
社
編 

　
自
然
・
歴
史
・
民
俗
・
文
化
か

ら
交
通
・
産
業
ま
で
〈
知
ら
な
か

っ
た
〉〈
知
り
た
か
っ
た
〉
魚
沼
の

魅
力
再
発
見
。 

   

６
日（
月
） 

・ 

13
日（
月
） 

・ 

16
日 

（
木
）（
図
書
整
理
日
） 

・ 

20
日（
月
）

・ 

27
日（
月
） 

・ 

29
日（
水
）〜
31
日 

（
金
）（
年
末
休
館
） 

         

　
先
日
、
ス
ー
パ
ー
で
、
若
い
お
母
さ

ん
と
四
〜
五
歳
く
ら
い
の
女
の
子
と
の
、

ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
に
目
が
と
ま
り
ま

し
た
。 

　
お
母
さ
ん
の
カ
ー
ト
に
は
、
た
く
さ

ん
の
買
い
物
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
洗

濯
せ
っ
け
ん
の
四
角
い
箱
を
取
り
上
げ

た
お
母
さ
ん
は
「
は
い
、
こ
れ
お
願
い

ね
。
」
女
の
子
の
子
ど
も
用
の
小
さ
な

カ
ー
ト
に
載
せ
な
が
ら
「
助
か
る
ね
、

あ
り
が
と
う
」
と
言
い
ま
し
た
。 

　
女
の
子
は
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
何

か
を
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
横

顔
が
、
と
て
も
輝
い
て
見
え
た
の
で
す
。 

　
お
母
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
に
「
お

母
さ
ん
の
役
に
た
っ
て
い
る
」
「
認
め

ら
れ
た
」
と
い
う
う
れ
し
い
気
持
ち
が

「
輝
い
た
顔
」
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。 

　
お
母
さ
ん
は
、
自
分
の
カ
ー
ト
に
載

せ
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
の
に
、
女
の

子
の
カ
ー
ト
に
載
せ
て
「
助
か
る
ね
、

あ
り
が
と
う
」
と
。
そ
れ
も
自
然
に
…
。

私
は
、
よ
り
さ
わ
や
か
さ
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
お
母
さ
ん
は
な
ん
と
す
ば
ら

し
い
家
庭
教
育
を
し
て
い
る
の
だ
、
と

思
い
ま
し
た
。 

　
想
像
し
て
の
こ
と
で
す
が
…
…
急
い

で
買
い
物
を
、
と
い
う
と
き
「
お
手
伝

い
し
た
い
」
と
言
う
女
の
子
に
、
お
母

さ
ん
は
「
今
、
忙
し
い
か
ら
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
留
守
番
し
て
ね
」
と
、
出
か

け
た
と
し
た
ら
…
。
残
さ
れ
た
女
の
子

は「
お
母
さ
ん
の
役
に
た
ち
た
か
っ
た
」 

の
に
と
、
き
っ
と
寂
し
い
思
い
を
す
る

と
思
う
の
で
す
。 

　
日
常
、
お
手
伝
い
に
限
ら
ず
「
今
忙

し
い
か
ら
」
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

繰
り
返
し
あ
れ
ば
、
子
ど
も
は
す
す
ん

で
行
動
を
起
こ
さ
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

「
多
忙
」
こ
の
二
文
字
で
子
育
て
の
放

棄
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
子
ど
も
の
心
を
読
み
取
っ
た
「
言
葉

か
け
」
の
大
切
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
心
は
育
て
る
」
で
あ
り
ま
す
。 

　
子
ど
も
の
心
を
耕
す
こ
と
が
で
き
る

の
は
自
ら
心
を
耕
す
親
、
子
ど
も
を
信

じ
、
子
ど
も
の
良
さ
を
探
す
親
で
あ
っ

て
こ
そ
可
能
と
思
い
ま
す
。 

　
ス
ー
パ
ー
か
ら
戻
り
、
考
え
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉

か
け
は
、
子
ど
も
に
「
目
に
見
え
な
い

も
の
」
に
あ
り
が
と
う
と
言
え
る
、「
し

か
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
も
言
え

る
、
こ
ん
な
心
が
培
わ
れ
て
い
く
も
の

と
思
い
ま
し
た
。 

　
ス
ー
パ
ー
で
の
お
母
さ
ん
に
家
庭
教

育
の
「
生
き
た
心
の
教
科
書
」
を
、
家

庭
の
ぬ
く
も
り
を
も
感
じ
ま
し
た
。 

　
と
く
に
昨
今
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
件
を
思
う
と
、
今
こ
そ
温

か
い
家
庭
、
心
を
耕
す
言
葉
か
け
の
大

切
さ
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
王
ヘ
ン
リ
ー
・

フ
ォ
ー
ド
は
、
友
人
の
「
も
っ
と
大
き

な
家
を
建
て
た
ら
ど
う
か
」
の
問
い
に
、

「
大
き
な
家
を
建
て
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
温
か
い
家
庭
を
つ
く
る
の
で

す
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。 

　
今
、
忘
れ
か
け
て
い
る
も
の
を
教
え

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
心
に
響
く
言
葉
で
あ
り
ま
す
。 

　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・ 

「
あ
り
が
と
う
」
、
こ
の
言
葉
か
け
に

子
育
て
の
金
メ
ダ
ル
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
青
少
年
に
関
す
る
相
談
は
、 

何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

◆
昼
間
相
談 

　
月
曜
か
ら
金
曜 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
電
話
・
面
接
等 

◆
夜
間
相
談 

　
月
・
水
・
金
曜
日 

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分 

・
電
話
相
談 

・
面
接
相
談
（
随
時
予
約
を
受

　
け
付
け
ま
す
） 

◆
メ
ー
ル
相
談 

　ikusei@
ap.w

akw
ak.com

 

　
発
育
や
健
康
な
ど
の
相
談
は
、

保
健
課
ま
た
は
保
健
課
分
室
で

受
け
付
け
ま
す 

利
用
者
の
声 

「
図
書
館
を 

　
　
利
用
し
て
い
る
理
由
」 

城
内
小
学
校
３
年
　
町
田
朋
美 

購
入
し
て
い
る
新
聞
・ 

雑
誌
の
紹
介 

郷
土
図
書
紹
介 

12
月
の
休
館
日 

六日町　山口　浩二さん 六日町　山口　浩二さん 

…心を育てる 

「ありがとう」 

…心を育てる 

「ありがとう」 

青少年育成センター 

相 談 専 用 電 話  TEL773－3177 
◆休日および12/29～1/3はお休みします◆ 
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平成15年度　優秀賞　　米田良美さんの作品「ダッシュ！！」 

◎テーマ・内容 
　第16回歩くスキーフェスティバルを題材にした写

真 

◎作品サイズ・条件 
　４つ切りまたはワイド４つ切りサイズのカラープ

リントで、未発表のもの。１人３点まで。 

◎応募方法 
　郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話・

作品タイトルを用紙に記入し、作品の裏面に貼り付

けて応募してください。 

◎締切り　　平成17年２月27日（月）必着 
◎各　賞 
　○最優秀賞１点（賞金５万円と副賞） 

　○優 秀 賞２点（賞金３万円と副賞） 

　○奨 励 賞３点（賞金１万円と副賞） 

◎発　表　平成17年３月10日(木) 
　※入賞者に直接通知します 

◎作品展　３月21日（月）～28日（月） 
　市民ギャラリー（南魚沼市民会館２階） 

　※入場無料 

◎その他 
　入賞作品は原板（ネガ・ポジ・ＣＤ－Ｒ）を提出

していただきます。 

　応募作品の版権は実行委員会に帰属します。応募

作品の返却はいたしません。 

◎応募先・問合せ 
　〒９４９－６６２３　南魚沼市六日町８６５ 

　歩くスキーフェスティバル事務局 

　TEL７７３－６６７０／FAX７７２－８１６１ 

◎参加費 
　○一　般　２,０００円　　○中・高校生　１,０００円 
　○小学生　　７００円　　○幼　　 児　　５００円 
◎申込み 
　　申込書に必要事項を記入の上、１月14日（金）までに 

参加費を添えて下記受付窓口まで、お申し込みくださ 

い。（郵便局からも申し込み可） 

◎受付窓口 
　・スポーツ振興係（南魚沼市民会館内･大会事務局） 

　・ディスポート南魚沼 

　・五十沢・城内・大巻地域開発センター 

　・南魚沼市公民館 

◎レンタルスキー 
　スキー・ストック・靴一式　１,５００円 

◎初心者講習会（無料） 
　２月10日（木）午後２時～３時30分（事前申込み必要） 

◎問合せ　歩くスキーフェスティバル事務局 
　　　　　TEL773－6670／FAX772－8161

歩くスキーフェスティバル 写真コンテスト作品募集 

～白銀の世界をLet’s Walk～ 

歩くスキーフェスティバル 歩くスキーフェスティバル 第１６回 にいがた南魚沼市 
★2月11日（金・祝）午前10時スタート  ★五日町クロスカントリースキーコース 

◆種目・組別◆ 
種　目 距離 組　　　別 

チャレンジ 

ファミリー 
ビ ギ ナ ー  

30km

15km

10km

男子 

女子 

男子 
・ 
女子 

男子 
・ 
女子 

5km 
2km 年令・性別不問 

高校生 
一般 

30歳以上 

高校生以上 

中学生 
高校生 
29歳以下 
30歳以上 

小学生 
中学生 
29歳以下 
30～39歳 
40～49歳 
50～59歳 
60～69歳 
70歳以上 
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平成15年度　奨励賞　　竹内由美子さんの作品「南魚沼市に向けてダッシュ！」 

平
成
15
年
度
　
最
優
秀
賞
　
　
青
木
彦
忠
さ
ん
の
作
品 

「
挑
む
」 

☆期　間　　１月６日～３月24日の期間で 
　　　　　　毎週木曜日　　※２/10はお休み 

☆時　間　　午後８時から 
☆会　場　　サンライズ南魚沼 
☆講　師　　笛木明恵　先生 
☆対　象　　３５歳までの方 
☆定　員　　４０名 
☆受講料　　３,０００円 
☆準　備　　運動靴・動きやすい服装 
☆申込み　　受講料を添えて12月24日（金）までに 
　　　　　　ヤングプラザ南魚沼（TEL.773－6611）へ！ 

　Ｂ＆Ｇ財団では、海洋体験学習として体験クルー

ズを計画しています。「海・船・自然」について理

解させるとともに、団体活動によって社会性を身に

つけ、豊かな人間形成を図ることを目的に実施する

ものです。 

☆期　間　　平成17年３月26日（土）～31日（木） 
☆対　象　　小学４年生～中学３年生の男女 
☆発着港　　東京港晴海ふ頭 
☆寄港地　　東京都小笠原村（父島）二見港 
☆参加費　　８０,０００円 
☆参加人数　　南魚沼市から３人（全国で５００人） 
☆内　容　　アオウミガメの放流海洋性スポーツ 
（カヌー・ヨット）、ホエールウォッチング など 

使用する客船（予定）：ふじ丸23,235総トン 

☆締切り　　12月22日（水） 
☆申込み・問合せ　スポーツ振興係 

☆期　間　　12月14日（火） 
　　　　　　午前10時から 

☆会　場　　南魚沼市公民館 
☆対　象　　保育園・幼稚園入園前のお子さんと 
　　　　　　ご家族の方 

☆内　容　　手あそび、ダンス、絵本、工作など 
　　　　　　「親子のスキンシップ」を大切に、 

　　　　　　集団に慣れるようなあそびをします。 

☆参加費　　無料 
☆申込み　　当日、直接会場へおこしください 
☆問合せ　　南魚沼市公民館（第１生涯学習係） 

☆期　間　　１月13日～２月３日の期間 
　　　　　　毎週火曜日・木曜日、全７回 

☆時　間　　午後７時～９時 
☆会　場　　欠之上クロスカントリーコース 
☆対　象　　歩くスキーフェスティバルに参加予定 
　　　　　　の方 

☆参加費　　３,０００円（レンタルスキーセットご 
　　　　　　利用の場合は＋２,０００円） 

☆締切り　　12月24日（金） 
☆申込み・問合せ　スポーツ振興係 
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＊A1・B1・L1の3コースは、会員（継続・JSC員）・非会員参加料を500円引きとします。 

平成16年度　六日町スポーツパラダイス 

「スイミングスクール」第3期生徒募集 
　六日町スポーツパラダイス会員は、ディスポート南魚沼の個人定期券が30％引き！ 
水泳・水中運動なら無理なく身体が動かせます。泳力・体力向上、シェイプアップなど 
さまざまな目的に沿うよう、教室を設定し、皆さんのご参加をお待ちしています。 
受付期間：12月1日（水）～14日（火）午後4時まで 
申込方法：ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙とハガキに、必要事項を記入して 
　　　　　フロントへ提出してください。 
選考方法：定員を超えた場合は、14日（火）午後６時からディスポート南魚沼２階ロビーで 
　　　　　抽選を行い、結果はハガキにてご案内いたします。 

◆定員を大幅に割った場合、中止となるコースもあります。会員優先ですが、会員で定員を超えた場合も抽選となります◆ 
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☆
旧
六
日
町
地
域
で
は 

　
各
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
の
回
収
箱

ま
た
は
保
健
課
分
室
（
市
役
所
本
庁

舎
）
に
提
出
い
た
だ
く
か
、
返
信
用

封
筒
に
切
手
を
貼
り
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

☆
旧
大
和
町
地
域
で
は 

　
各
集
落
の
保
健
委
員
ま
た
は
農
村

検
診
セ
ン
タ
ー
に
提
出
い
た
だ
く
か
、

返
信
用
封
筒
に
切
手
を
貼
り
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　｢

国
保
人
間
ド
ッ
ク
申
込
書｣ 

も
同
時
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。 

　｢

国
保
人
間
ド
ッ
ク
申
込
書｣

等
に
よ
り
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

る
方
は
、
健
診
項
目
の
番
号
22

「
個
人
的
に
医
療
機
関
等
で
受

け
る
」
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。 

　
住
所
、
氏
名
は
10
月
末
日
現

在
の
も
の
で
す
。
変
更
や
異
動

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
手
書
き

訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

    

◇
基
本
健
診 

問
診
…
食
生
活
・
治
療
の
有
無
な
ど 

　
を
聞
き
ま
す 

検
査
…
検
尿
・
血
液
検
査
（
糖
・
脂 

質
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・
貧
血
な

ど
）
・
血
圧
・
身
長
体
重
測
定
・

心
電
図･

眼
底
検
査 

医
師
の
結
果
説
明
…
当
日
わ
か
る
内 

　
容
に
つ
い
て
の
説
明 

 

◇
が
ん
検
診 

胃
が
ん
…
バ
リ
ウ
ム
検
査 

大
腸
が
ん
…
検
便
（
便
潜
血
検
査
） 

子
宮
が
ん
…
子
宮
頸
部
検
診 

乳
が
ん
…
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併
用 

肺
が
ん
…
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
必
要 

　
の
あ
る
人
に
喀
痰
検
査 

◆
乳
が
ん
検
診
は
40
以
上
偶
数
年
齢 

の
女
性
が
対
象
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
併
用
検
診
の
み
で
す
。 

◆
子
宮
が
ん
検
診
対
象
年
齢
が
20
歳 

　
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

◇
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン 

　
年
に
１
回
受
け
ま
し
ょ
う
。 

ご注意ください！ 
申
込
書
の
提
出
方
法 

住
民
健
診
の
内
容 

　
来
年
度
の
住
民
健
診
申
込
書
を
各
ご
家
庭
に
配

布
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
住
民
健
診
の
日
程
や
計
画
を
立
て
る
た

め
の
申
込
者
数
を
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
氏
名

の
記
載
の
あ
る
方
が
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
健
診

を
受
け
る
か
と
い
う
調
査
表
も
兼
ね
て
い
ま
す
。 

　
各
人
が
健
診
項
目
の
い
ず
れ
か
の
番
号
に
○
を

つ
け
て
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

提出期限：12月28日（火） 
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気
温
が
下
が
り
、
ど
の
家
庭
で
も
室
内

の
暖
房
を
す
る
季
節
に
な
る
と
、
寒
さ
や

乾
燥
に
よ
り
そ
れ
ら
の
環
境
を
好
む
か
ぜ

の
ウ
イ
ル
ス
が
力
を
発
揮
し
て
き
ま
す
。 

　
も
と
も
と
か
ぜ
に
対
す
る
免
疫
が
強
く

か
ぜ
を
ひ
き
に
く
い
タ
イ
プ
の
人
も
い
ま

す
が
、
た
い
て
い
は
そ
れ
な
り
の
予
防
策

を
と
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

季
節
に
は
う
っ
か
り
か
ぜ
を
ひ
い
て
し
ま

い
や
す
い
も
の
で
す
ね
。 

　
多
少
「
か
ぜ
ひ
い
た
か
な
？
」
と
思
っ

て
も
、
発
熱
で
ダ
ウ
ン
す
る
ま
で
は
、
よ

く
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
安
静
」
は
な
か

な
か
守
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
無
理
し
て

家
事
を
し
た
り
、
学
校
や
職
場
に
出
て
行

い
っ
た
り
す
る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

普
段
通
り
に
生
活
を
し
つ
つ
か
ぜ
も
悪
化

さ
せ
ず
乗
り
切
り
た
い
人
が
ほ
と
ん
ど
の

よ
う
で
す
。 

　
「
家
に
帰
っ
た
ら
と
に
か
く
早
め
に
寝

る
」「
自
宅
に
あ
る
か
ぜ
薬
を
飲
む
」「
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
入
り
の
飲
み
物
で
身
体
を
温
め

る
」
な
ど
、
自
分
な
り
の
か
ぜ
予
防
対
策

を
と
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
こ
で
、
今
回
は
あ
ま
り
薬
に
頼
ら
ず

に
か
ぜ
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
方
に
、
予
防
や
悪
化
の
防

止
策
と
言
わ
れ
て
い
る
「
う
が
い
」
と
「
マ

ス
ク
」
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
方
法
も
あ
る

と
い
う
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

   

　
か
ぜ
は
「
上
気
道
炎
」
と
い
い
、
『
図

１
』
の
よ
う
に
鼻
や
の
ど
で
ウ
イ
ル
ス
が

増
殖
し
て
炎
症
を
起
こ
し
、
の
ど
の
痛
み

や
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
な
ど
が
お
こ
り
ま
す
。

こ
れ
が
気
管
に
ま
で
進
行
す
る
と
咳
や
痰

と
い
っ
た
症
状
に
な
る
の
で
、
そ
う
な
ら

な
い
う
ち
に
お
さ
え
た
い
も
の
。
し
か
し

「
う
が
い
」
は
あ
ま
り
の
ど
の
奥
（
咽
頭

部
）
に
は
届
き
ま
せ
ん
。 

　
む
し
ろ
う
が
い
を
し
た
後
の「
嚥
下（
飲 

          

み
込
み
）
」
が
大
切
な
よ
う
で
す
。
嚥
下

は
自
浄
作
用
や
免
疫
作
用
が
高
い
の
で
、

上
気
道
の
乾
燥
や
汚
染
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぎ
ま
す
。 

　
番
茶
、
紅
茶
、
緑
茶
等
で
口
の
中
を「
ぶ

く
ぶ
く
」
し
、
「
ご
っ
く
ん
」
と
飲
み
込

ん
で
も
い
い
で
し
ょ
う
。 

  

　
人
間
の
体
は
、
夜
中
は
休
む
よ
う
に
で

き
て
い
て
、
日
中
と
ち
が
っ
て
物
を
食
べ

た
り
飲
ん
だ
り
も
し
な
い
の
で
唾
液
も
分

泌
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

の
ど
の
奥
の
部
分
の
自
浄
作
用
が
少
な
く

乾
燥
し
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
た
め
に
口
で

呼
吸
し
て
い
る
人
は
、
な
お
さ
ら
こ
の
時

間
帯
に
ウ
イ
ル
ス
が
繁
殖
し
や
す
い
要
素

が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
夜
中
に
目
が

覚
め
た
時
に
少
し
ず
つ
で
も
飲
み
込
め
る

よ
う
に
、
枕
元
に
お
茶
等
の
飲
み
物
を
用

意
し
て
お
く
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。 

   

　
さ
て
、
か
ぜ
の
ウ
イ
ル
ス
が
鼻
や
の
ど

で
増
殖
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
う
が
い

だ
け
で
な
く
嚥
下
が
大
事
で
あ
る
と
わ
か

っ
て
も
、
夜
熟
睡
し
て
し
ま
う
人
に
は
打

つ
手
が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
無
意
識
な

状
態
で
も
で
き
る
の
が
「
ぬ
れ
マ
ス
ク
」。 

　
こ
れ
は
、
眠
っ
て
い
る
間
は
上
気
道
が

乾
き
や
す
い
の
で
吸
気
に
よ
っ
て
自
動
的

に
水
分
が
吸
い
込
ま
れ
る
シ
ス
テ
ム
。
マ

ス
ク
は
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
の
効
果
だ
け

で
な
く
、
上
気
道
の
保
温
・
保
湿
、
ウ
イ

ル
ス
を
ほ
か
に
ま
き
散
ら
さ
な
い
等
の
効

果
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
中
若
い
人

は
な
か
な
か
つ
け
た
が
ら
な
い
よ
う
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
夜
間
眠
る
と
き
に
『
図
２
』

の
よ
う
に
「
ぬ
れ
マ
ス
ク
」
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
普
通
の
ガ
ー
ゼ

の
マ
ス
ク
を
ぬ
る
ま
湯
で
軽
く
し
ぼ
り
、

上
部
三
分
の
一
を
外
側
へ
折
り
返
す
の
が

ポ
イ
ン
ト
。
こ
れ
に
よ
っ
て
息
苦
し
さ
が

解
消
さ
れ
る
の
と
同
時
に
厚
み
が
増
し
、

水
蒸
気
吸
入
率
が
ア
ッ
プ
す
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
口
呼
吸
が
防
止
さ
れ
、
鼻
呼
吸

が
促
進
さ
れ
ま
す
。
こ
の
方
法
は
、
ガ
ー

ゼ
マ
ス
ク
が
あ
れ
ば
今
晩
か
ら
で
も
で
き

ま
す
が
、
慣
れ
る
ま
で
に
２
週
間
く
ら
い

か
か
る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

       

参
考
文
献
　
「
こ
ん
な
に
効
く
ぞ
ぬ
れ
マ
ス
ク
」 

　

　

　

　

　

　

　

　

臼

田

篤

信

著

 

図1　風邪を最初にひくところ 
　　　（斜線部） 

図2　ぬれマスク法 
　　（普通のガーゼマスクに 
　　　よる） 

い
よ
い
よ

い
よ
い
よ 

　
　
　
冬
到
来
！

　
　
　
冬
到
来
！ 
い
よ
い
よ

い
よ
い
よ 

　
　
　
冬
到
来
！

　
　
　
冬
到
来
！ 
い
よ
い
よ 

　
　
　
冬
到
来
！ 

か
ぜ
は
夜
に
か
か
る
？ 

「
う
が
い
」
を
し
た
後
は 

　
　
「
嚥
下
（
飲
み
込
み
）」
も 

「
加
湿
器
」
な
ら
ぬ 

　
　
　
　
　
「
ぬ
れ
マ
ス
ク
」
？ 

か
ぜ
予
防

か
ぜ
予
防
の
話 
か
ぜ
予
防
の
話 
〜
古
く
て

〜
古
く
て 

　
新
し
い
〜

　
新
し
い
〜 

〜
古
く
て 

　
新
し
い
〜 

鼻腔 

口蓋 

上気道 

下気道 

咽頭 

喉頭 

食道 
気管 

歯 

口腔 

鼻前庭 

え
ん

げ 
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④うるおいの里 
　「みよう」 
⑭三用保育園 

⑬　 
赤石保育園 

⑨ 
五箇保育園 

浦佐幼稚園⑦ 浦佐幼稚園⑦ 

三
用
小
学
校
 

赤
石
小
学
校
 

国
際
大
学
 

国
際
情
報
高
等
学
校
 

美
術
館
 

開発センター 

北里保健衛生 
　　　専門学院 

←城山トンネル 

←小出 

Ｊ
Ａ
東
 

Ｊ
Ａ
薮
神
 

水無川 

⑥ 

ゆきぐに大和病院 
農村検診センター 
ゆきぐに大和病院 
農村検診センター 

多聞橋 

天王町 

柳古新田 

コンビニ○ 

西口 

東口 

浦佐大橋 上越線 

新幹線 

大和橋 

市役所大和庁舎 

大崎トンネル 

六日町→ 
薮神小学校 

大崎小学校 

うらさ 

②
働
く
婦
人
の
家
 

⑧
浦
佐
保
育
園
 

公
民
館
⑤
 

⑩
薮
神
 

　
　
北
保
育
園
 

中 

小 

後
山
↓
 

③まほろば 

農業会館（スーパーのとなり） 

① 
⑫大崎保育園 

薮神 
南保育園⑪ 
薮神 
南保育園⑪ 

魚　野　川 

ＪＡ大崎 

     

　
雪
の
便
り
が
届
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

寒
い
日
が
続
く
と
家
の
中
に
い
る
時
間
が

増
え
て
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
は
パ
ワ
ー

を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
た
ま
に
は
気
分
を
変
え
て
思
い
切
り
遊

べ
る
場
所
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
「
ほ
の
ぼ
の
広
場
」
は
毎
月
定
期
的
に

開
い
て
い
る
遊
び
の
広
場
で
す
。 

　
親
子
で
の
び
の
び
と
遊
ん
だ
り
、
子
育

て
の
悩
み
な
ど
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
方
は
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

対
象
　
入
園
前
の
乳
幼
児
と
保
育
者 

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

内
容
　
自
由
遊
び
、
体
を
使
っ
た
親
子 

　
　
　
遊
び
、
育
児
相
談 

ス
タ
ッ
フ
　
保
健
師
（
看
護
師
） 

　
　
　
　
　
公
民
館
職
員 

○
全
血
献
血 

・
12
月
８
日
（
水
） 

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分 

　
㈱
関
越
イ
ワ
サ
キ 

正
午
〜
午
後
１
時 

　
萌
気
園
二
日
町
診
療
所 

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分 

　
日
東
工
業
㈱
六
日
町
工
場 

・
12
月
29
日
（
水
） 

午
前
10
時
〜
12
時 

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分 

　
ジ
ャ
ス
コ
六
日
町
店 

愛
の
献
血 

遊びに 
きてね！ 

　地震の影響により会場を「①農業会館」 
以外は「⑤公民館」に変更して行ってい 
ます。 
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■
発
行
／
南
魚
沼
市
　
〒
九
四
九
ー
六
六
九
六
　
新
潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
一
八
〇
ー
一
　
電
話
〇
ニ
五
ー
七
七
三
ー
六
六
六
〇
（
代
表
）
　
■
編
集
／
企
画
情
報
課
広
報
広
聴
係 

市
報
　
み
な
み
魚
沼

み
な
み
魚
沼 

市
報
　
み
な
み
魚
沼 

2004 
12.1 
創刊号 

ほのぼの広場（9：30～ 大崎農業会館） 
ツインライフセミナー（湯沢町公民館） 
城内地区教養講座修了式 
（13：30～ 城内分館） 
税務相談（10：00～15：00 本庁舎） 
ほのぼの広場（9：30～ 公民館） 
全血献血 

9：30～10：30　㈱関越イワサキ 
12：00～13：00　萌気園二日町診療所 
14：00～15：30　日東工業㈱六日町工場 

女性を対象とした特設人権相談所 
（13：00～16：00 南魚沼市民会館） 
大巻地区「食の講座」そば打ち（大巻分館） 
すくすくフレンド（10：00～ 公民館） 
被災者納税相談会 
（10：00～15：30 六日町地域振興局） 
ほのぼの広場（9：30～ 公民館） 
特設人権相談所（13：00～16：00 南魚沼市民会館） 
読書のつどい（14：00～15：30 南魚沼市図書館） 
第１回親子サロン 
（10：00～ サンライズ南魚沼） 
ほのぼの広場（9：30～ 公民館） 
全血献血 
（10：00～12：00／13：00～15：30 ジャスコ六日町店） 

   

　
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
り
多
大
な

る
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
、

衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
と
、

皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。 

　
中
越
地
方
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大

災
害
。
そ
の
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ

り
混
乱
も
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
無

事
合
併
を
迎
え
１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。 

　
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊ 

　
「
市
報
み
な
み
魚
沼
」創
刊
で
す
！ 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝

し
つ
つ
、
創
刊
に
携
わ
れ
た
幸
運
？

を
か
み
し
め
、
市
の
広
報
活
動
に
専

心
す
る
所
存
で
す
。（
旧
町
で
）広
報

紙
の
担
当
と
な
っ
て
１
年
半
、
初
心

を
思
い
出
し
、
こ
れ
か
ら
は
南
魚
沼

市
の
新
米
広
報
担
当
と
し
て
「
皆
さ

ん
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報
を
、
よ
り

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ 

う
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市
政
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た
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て
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す
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話
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ー
ル
な

ど
で
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
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◎脳神経外科の休日救急医療は、土曜の正午～翌朝
　６時と日曜・祝日の午前６時～翌朝６時まで。 
　斉藤記念病院（℡773-5111）で診療しています。 

《休日救急診療所　所在地》 
　南魚沼市役所本庁舎となり　南魚沼市保健センター内 
★お問い合わせは　日曜・祝日…休日救急診療所（℡773-6688） 
　　　　　　　　　その他…魚沼消防署（℡782-1991 ﾃﾚﾎﾝｶﾞｲﾄﾞ） 

桑原内科医院  
ゆきぐに大和病院 
ゆきぐに大和病院 
休日救急診療所 
県立六日町病院 
休日救急診療所 
県立六日町病院 
中　澤　医　院 
県立六日町病院 
県立六日町病院 
休日救急診療所 
ゆきぐに大和病院 
休日救急診療所 
ゆきぐに大和病院 
市立城内病院  
県立六日町病院 
県立六日町病院 
休日救急診療所 
ゆきぐに大和病院 
休日救急診療所 
ゆきぐに大和病院 
休日救急診療所 
県立六日町病院 
休日救急診療所 
県立六日町病院 
坂　内　医　院 
ゆきぐに大和病院 
ゆきぐに大和病院 
休日救急診療所 
県立六日町病院 
休日救急診療所 
県立六日町病院 

内科 

外科 

内科 
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外科 
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昼・夜 
昼 
夜 
昼 
夜 

℡782-0056 
℡777-2111 
 
℡773-6688 
℡772-7111 
 
 
℡773-3211 
 
 
 
 
 
 
℡775-2009 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
℡776-2015

4日 

5日 

11日 

12日 

18日 

19日 

23日 

25日 

26日 

12月の救急医療当番 

総合市民課時間外窓口 

・毎週木曜　17：15～19：00　本庁舎 

・毎週日曜　 9：00～12：00　大和庁舎 

心配ごと相談 

・毎週月曜　13：00～16：00　働く婦人の家 

・毎週水曜　14：00～16：30　市本庁舎 

※日曜窓口以外、休日はお休みさせていただきます※日曜窓口以外、休日はお休みさせていただきます。 ※日曜窓口以外、休日はお休みさせていただきます。 

12月のカレンダー 12月のカレンダー 

編
集
後
記 

E-mail  info@city.minamiuonuma.niigata.jp（代表） 
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